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ジャパンサーチ（仮称）の連携フォーマット（案） 
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1 基本的な考え方 
1.1 連携フォーマット 
 ジャパンサーチ（仮称）（以下「ジャパンサーチ」とする）は、連携のための単一のメ

タデータモデルを定義せず、データを提供する連携機関のメタデータモデルをそのま

まの形（オリジナルのモデル）で受け入れる。 
 受け取ったメタデータは、ジャパンサーチが実装する管理ツールを用いて処理するこ

とで、全項目を対象とする単純な検索ができるようにする。 
 異なるデータベースのメタデータの一覧表示や横断検索を可能にするため、「共通項目

ラベルの付与」を行う。作業負荷を軽減するため、自動で候補を推定するとともに、必

要最低限の項目に絞るものとする。 
 
1.2 連携仕様 
 連携を容易にするため、原則、ファイルベースでの連携を行う（OAI-PMH は必須とし

ない）。 
 多様なファイル形式に対応する。 
 
1.3 利活用フォーマット 1 
 メタデータの利活用促進のため、オリジナルのメタデータモデルとは別に、分野を横断

する標準的なメタデータモデル（＝利活用フォーマット）を定義する。 
 メタデータは、オリジナルモデルと利活用フォーマットの両方で保持する。 
 利活用メタデータモデルの生成のためのマッピング作業は、連携後に、国立国会図書館

が行う。必要に応じて連携機関の確認を得る。 
 
 
 
2 連携仕様 
2.1 メタデータ項目 
 連携機関のメタデータモデルをそのままの形で受け入れる。メタデータモデルは原則と

して自由であるが、最低限の必須項目（①オリジナル（ソース）データの一意の ID、②名

称/タイトルの 2 項目）がある等の制約を設ける。 
 必須項目の詳細については、3.3.1 参照。 
 
2.1.1 各メタデータ項目の値 
 各メタデータ項目の値は、下表にあるデータ種別に対応する。基本は全て文字列として扱

われるが、ラベル定義（3.3 参照）の際にデータ種別を指定することも可能とする。 
 
 

                                                   
1 利活用フォーマットについては、資料１－３及び資料１－４を参照。 
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デックス方法 通常：項目が格納され、検索できるよ

うになる。 
検索しない：項目は格納され、詳細表

示や API で取得できるが、検索は

されない。（項目名の最後に、「_s」
が追加される。） 

除外：項目はジャパンサーチに登録さ

れない。 
データ種別 必須 2.1.1 のデータ種別から選択（デフォ

ルトは文字列） 
 

 
3.4 データ登録、公開 

連携機関は、ラベル定義の作業が終了すれば、テスト環境で実際のメタデータの提供状況

を確認することができる。必要に応じて、連携機関による管理画面での修正又はジャパンサ

ーチ側での修正後、一般公開の運びとなる。 


